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，.、
爆
.發
藥
の
爆
，破
偾
値
ど
云
ふ
場
合
の«
«1
:
な
’.る
槪
念
は
之
に
當
る
ノ
斯
る
場 

合
^
は
取
^
.
、}7|體
の
^J-

'

不
幸
^

る
B
係
は
.「

僧
値
_
な
る
槪
念
.か
ら
除
外
せ
ら
れ
て
居
る
。
而
し
て、
ja
IL
i 

愤
値
.な
'る||:は

代
：へ.
pl
fc
-容
觀
的
な
る
™
係
を
示
す「

力」

な
'る
.語
を
;|
]
ひ
：て
も
佥
く
同
意
義
で
あ
る
。
即
ら
、
 

t̂
c
作

制

»
破
作
顧
^
嘗
-ふ
.

&
6
:̂營
養
カ
：,'
|
帮
カ
.ぃ
'爆
破
方
.ビ
.言
61
#

6;
'。
經
濟
學
.上
、
' 財
の「

客 

觀
的
偾
値」

の
：

一

分
：類
.た
る「

客
細
的
'交
換
偾
値
(-
"
は
交
.換
^
於
け
る
财
の
客
«
的
偾
値
で
あ
る
0
換
言
す
れ
ば
、
 

交
換
^
於
て
一
.の
則
が
.他
の
'則
の
ニ
定
量
を
取
#
す
る「

力
.

」
「

適
應
性」

で
^
る
、
而
し
て
馬
■1

頭
が
首
11
1
'、家
屋 

1

«
ー
萬
圆
ぞ
云

>
場
合

_

,、、
驗

«
値

^

_々
ず
る
；場
翁

$
響
以

：̂
 €
値

-'
!
な
泰
諝

1「「

方
：

》

$

.

0

^

 ̂

代
Iへ
将
，ら
れ

.る
。
加
之
、
通
常
代
つ
て

#
用

3
れ
て
居
る
。

.即
ち
、
英
國
の
經
濟
學
者
は
マ
。
豸
卩

o
f 

purchase; 

Purchasing power.

な
る

.語
を
用

a
、
獨
逸

R
.於
て

もTauschkraft 

.な
る
語
が
屢

-
使
用
^
れ
七
居
る

乍
ら 

> 
客
獅
的
衮
換
價
敏
0 .
*
碰
を
成
す
も
；の
ば
‘主
繼
的
#
値
_

»
吝
。「

主
繼
_
微
値

0

說
：明
化
依3

:
9

始
め
：

V

完「 

全
^
る
客
觀
的
價
値-

客
«
的
交
.換
價
攸
の
說
»
が
：到
達
せ
>19
,れ
る
の「

で
あ
る
。
.主
觀
的
價
11
は
賈
«
の
：
一
次
份り

-> 

且
、
完
全
攻
る
形
態
^
し
て
、
、之
^
關
係
^
き
交
換
偾
値
は
不
完
全
な
る
ト
免
れ
な
い
。
價
格
論
の
み
?:
獨
立
的
k 

研
究
ず
る
»!
-論
家
は
«
.格
*
象
を
m

k
叙
述
す
る
も
の
で
あ
る
。
或
は
斯
の
如
念
理
論
家
は
®
#:
變
化

K
對
す
る
或 

る
經
驗
的
法
則
を
發
見
し
得
.る
か
も
知
れ
ぬ
け
れ
ざ
も
‘、「

{n
r
故
ド

交
換
^
ら
.
n
た
る
物
が
愤
値
を
有
す
る
か
。」「

ザ 

第I
J
t
J

 
卷 

準

：一
號 

r

i



s

i

s

,

 

c
i

六
n

l

o愤
.拚
諭
の
站
礎
ミ
し
：て
の
主
：猢
舊
艏
論
：

:

第
十一

號

一

三
0

.:

故
^
物
が
人
は
對
し
て
價
値
あ
夺
も
の
ビ
な
る
か
。」

.而
し
x:
、’「

此
惯
値
の
大
3
が
如
.何
^
し

て

決

定

せ

ら

れ

る
. 

か

1:
°

を
正
へ
確
^
說
明
し
#
な
.い
0 

:

■

'

.

.
 

'

. 

,(三
：？  

'
 

, 

' 

V

,
 

. 

'
,:
. 

.... 

■

へ
'凡
ゆ
を
財
ば
拘
^
を
の
財
た
る
槪
念
ょ

6

必
ず
人
間
.の
，幸
福
^
'
ー
 

定
の
.關
係
2 :
眘
す
る
：の
で
.あ
.を
。.
而
も
、
此
關 

係
は
は
本
質
的
に
異
れ
杏
_
階
舰

1

あ
：る
’

-
が
人
_
塞

藝

ほ

役

寧

^
ラ
舰
_
截
&-
、
狐
ち
：下
級
ほ
屬
ず
る
場
合
' 

ど
、
遍

馨

編

分

忿

る

1(
因
#

§;
の
：み
荩
鉍
ず
、)

幸
福
©;
暴

：欠

©
條
#.
像
を
場
#:
換
一
言
す
れ
s
'
或
種
め
滿 

据
が

1

財
の
有
.無
.に
依
#
ず
る
場
合
、
即
ち
、
上
級
に
屬
す
る
場
合
で
あ
る
。
日
常
の
.用
語
^
於
て
は
此
下
級
の
も 

の
は
' 
ー
效
用」

VJ 
呼
ば
ft
、
上
級
の
も
の
は「

«-
値

！.ど
_
ば
，れ
：る
。(

G
r
u
n
d
z

c::'ge. 

s
,
'

9

: u. 

p
o

s-ive. 

S
:
I

6
5
). 

此
«
別
は
藍
學
の
全
般
忙

2 :
系
最
も
效
果
あ
々
、
' '
且

1

最
も
*
磔
的
资
も
#
.
な
る
读 

即
紅
、
.或
*
足
、
議

、'
快
樂
が
特
第
財
括
依
存
し
.て
展
る
場
合
^
は
、
吾
人
ば
其
財
の
：菴
入
：̂
、對
す
る「

m 

5?
:「

價
値
じ
e
認
め
る
の
#
あ
る
。
メ
ン
矿
I
k
.從
べ
ぼ
、
財
の
偾
値
ヒ
は
、「

自
己
の
欲
絜
を
滿
足
ぜ
じ
め
ん
：於
/2

め
：
 

k
f t
用

*
ざ
る」

可
ら
^

露̂

識

依

^
、
.
吾
入
福

,
.倾
の
財
赛
：し
.く
_

1

«-
豪

^
財
於
置

1

最
終
；の
1 0

:
要
_
で
. 

あ
る
。」

冷
。
從
で
"
.

「

吾
人
が
財
の
僙
値
ミ
呼
ぶ
現
象
は
.、欲
望
ビ
使
用
し
得
.る
：財
の
分
量
<
の
_
係
.ょ
<
>
生
^
る
^
 

の
..經
濟
.
.̂性
®(

.財
が
^
濟

翩
^-
.
.
る«
.
«

)

.ぢ
同
.
.
.
ー
：
の.派
银
.ょ
<
發̂
生
す
る
.

」

、
へ
の-で

：
あ
-6
'

0_.〈.Menger 

” Gr
u
n
d
s

w:tze

der 

v

Qilkswirts&aftsJellre 
マ S. 

1
5
5

 

:

然

午

ら

^

&
價
&
は

「

£
.要
性
J
.
I
V
J
.
f

せ
ら
れ
.乍
ら
、「

^
要
性」

.は
或
は
.取
純
な
る
效
用
^
依
_る
も
の
^
誤
.
_ 

ら
れ
、
，
或
.は
費
用
の
投
，入
に
依
る
も
の
.等
談
ら
れ
1:
:
居
る
.。
职
の
價
値
は
.̂
.の
起
源
效
川
k
あ
6 V 」

®

も
、
■必
ず
し

名
效
.;1

]
を
仑
の
儆
反
映
す
る
も
の
で
な
い
。：
足
れ
甚
だ
有
用
に
し
て
偾
値
な
さ
贴
の
生
ず
る
所
以
で
お
る

0

‘
此
の
故 

R
、
、

到

論

的a
究
家
は
唯
效
用
の
大r

o

の
說
叨
の
み
を
以
て
滿
足
せ
ず
、
K
R
進
ん
で
效
用
の
大

3

が
價
値
の
大

3

 

し
變
化
す
る
法

1
1
2

:を
說
叹
し
.な
け
れ
'
^
5ら
.ぬ
の
で
^-
る
0
 

(wieser: 

N
atural'W.u?. 

p
v 

2
.1 "V. 

. 

■
;

若
し
.財
の
價
値
が
人
_
の
幸
福
化
對
す
る
其
財
の
重
荽
性
を
意
哝
し
、

且
'
_此
ぬ
«
要
«
が

吾

人

の

幸

福

'
の

一

部
 

が

其
|«
の
^
有

に

：
依#
す

る
Z '
!
吃
^
意

味

^

る

な

ら

ば

、

財

の

價

値

：

：§

大
3
は
：其
财
忙
依
存
ず
る
幸
^
の
^.
^
ic
fe 

々
で
決
®
せ
ら
れ
な
け
•れ
ば
な
ち
ぬ
ビ

味
w

a
5:
る
.£
ミ
で
あ
る
> 
然
%;
、
實
.際
^

*
生
活
を
見
るH

:
、
，

S

J

0

 

の
欲
求
を
滿
足
せ
し
ひ
‘る
^
過
ぎ
ざ
る
»
布
が
、
パ
’ン
、
鐵
等
k
比
し
て
、
遙
か
に
大
な
る
偾
値
^;
が
ど
せ
：ら
れ
、
- 

生
命
維
持
は
不
可
欠
な
谷
l

ic
あ
：ふ
^
氣
皮
dc
水
：ば
蕪
價
_
と
：ぜ
：ら
.权
.1:
房

4
>
^

4
な
々
ぐ」

^
驚

!^
す
可
&
矛
盾
で
は
な
い
か
。C W

e
l
c
h

 

soadeib

はer 

w

a.e
r
s
p
r
u
c
h
a

+
Uき
^
濟
學
者

JV
,『

鐡
. 

は
使
月
¥

1
高
く
し
て
タ
ィ
ャ
モ
レ
ド
は
使

^
憤
値
低
し』

ビ
な
す
時
、
彼
等
は
、
^
め
交
換
偾
値
ど
の
矛
通
を 

說
が
'/t
'
>
4
Lて
失
敗
k 
了
つ
た
の
セ
あ
る
。
，數
多

0.
經
*;
學
者
は
'財
.ど
人
間
の
：幸
福
ぜ
の
關
係
ょ
い
偾
値
の
本
鐵
ど 

及
度
せ
も
發
鬼
せ
ん
ヒ
じ
.て
：朱
攀Q

、
勞
働
若
し
く
は
一
勞
働
時
間
4
生
：產
*
、
：人
_
^
_
ず
を
自
然
め
抵
抗
が
言
ふ 

が
炎
為
奇
怪
な
る
說
少
^

*
つ
た
。
而
も
彼
：等
は
«
の
價
値
.が
效
用
.及
改
人
_間
0'
幸
福
逆
或
!«
係
好
有
^
る
ビ
去

 ̂

感
精
を
除
き
得
#
し
て
、：.效
用VJ

値
値
を
の
：：|,

致
の
欠
乏
を
、
稀
に
し
て
« .
.解
な
る
矛
盾 
' 

經
濟
的
矛
盾(

c
o'
-
n
t
r
a
- 

a
&
t
i
o,
n
a>
>
co:
:
-
n
o
'
m
i
q
u
e
w

^:
々
：V
J.喚 
K
^
o
: 

(
G
r
&
d
-
z

CJCge : 

S. 

I
9

-2
o,
:
u
. 

positive.. 

S. 

I
7ZL

A')

：

'
银
乍

&:
、.：
西
ぎ
®
濟
學
者
ば
.此
の
效
用
に
侬
：る
偾
值
の
說
明
を
放
棄
す
る
の
现
な
刍
も
.の
で
あ
つ
た
” 

f

ボ
シ
ス
は
其
著
;:
'
1

「

經
濟
學
純
理
€
の
序
文
た『

M
索
.
研
究
を
®
ね
た
る
結
朵
、
余
ぱ
馓
#:
が
全
^
^
用
辦 

烺ii

十
3

5
2

六I
n

s

情
格
■
の
雑
^w

じ
で
S

觀
黎
値
論 

;r.
s.



,-
第
：P
十

二

卷C
I

六
.

f:®) ：

傲
後
論
の
遙
磷
ミ
b
一
で
の
：虫
-觀
的
傲
値
論
' 

第
十
'

r

號
-

! IJ5 

轉
つ
べW

の
新
說
R
到
達
し
た
，ゲ』

，.
.

VJ

揚
言
し
、.
ボ
二
A'
;
'バ
ゥ
.エ
ダ
ク
は『

財
^
依

存

す

る

效

用

の

程

度

は

，事

實

上
 

1

§

§

§

B

§

^

i

の
：.
お
縈
^
说
提
唱
尤
辱
そ
洵
膚
？
*
ぎ
經
濟
擧
奢
は
效
用
ぢ
使
.用
偾
値 

混

同

し

て

居

だ

の

で

あ

る

‘？

彼

等

は

『
：

パV

は
高
き
使
用
價
値
を
有
し
、
ダ
ィ
ヤ
モ
、ゾ
，ド
は
低
さ
使
用
偾
値
を
有
す
。』 

を
す
る
時
，
彼
等
は
欲
望
を「

生
活
K
必

要

：な

る

」

種

？

「

裝

飾」

'の

種

類VJk.

分
«

R
比

較

し

た

の

で

あ

る

’
。

.T
ル
：
ブ-ス
、

ビ

レ

ネ
ー

、
-
ハ
ル
ツ
、
を
会
の
へ
山
脈
ど
し
て
の
高
さ
の
«
位
に
»
列
し
‘、
：次
^
夫
#.
'
の
|.
!
-
|1«
中
の
备
個 

の
'山
峰
を
頂
土
の
高
^
に
從
.て
配
列
せ
.る
、'場
合
を
想
傲
せ
.ょ

,0
.
11
1
:脈
ぐ」

し
て
は
ァ
'ル
丨
ブ
.ス
.、
ビ
レ
ネ
卜
、

パ

火
ツ
.の 

順
位
^

*
列
せ
ら
仰
る
で
あ
ら
ぅ
け
れ
グ」

も
、.，'各
個
の
山
峰
の
高
次
を
比
輓
す
る
場
.合
^
は

>
'
ァ

て

フ

ス

の

或

峯

が
 

ビ
.レ
ネ

.
1

の
或
峰
の
ぃ
下
^
あ
办
、
51
R
ァ
y r

•フ
ス
の
一
峰
.が
取
る
^
延
ら
ざ
る
メ
.
ル
.ツ
の
Ji
-陵
ょ
ク

も

低
さ
®
八
ロも 

あ
$
得
る
の
.で
あ
る
。.
.
*

&經
濟
犁
者
は1

片
の
.パV

の五
！！

人
に
與
ふ
る
奉
仕
を
‘測
定
す
る
^
常
.々
、
■恰
も
.ァ
ル
ブ
. 

ス
の
ー
小
支
脈
に
し
て
、
ゥ
-
キ-
ン
ナ
の
近
く
^
在
る
か
ー
レ
シ
ン
へ
-火
グ
の
高
^
‘を

冏

は

れ

て

：
、

^
ル

ブ

ス

山

脈

VJ

し

て 

の

高

さ

を

以

孓

答

へ

ん

VJ

す
る
も
の
で
あ
つ
た
。一
片
の
パ
八
、
一
杯
の
水
を
無
限
の
價
値
あ
ク
尽
評
價
す
る
9
は
« 

だ
稀
^
る
•こ
^
で
あ
る
。
即
ち
、菩
人
が
通
常
財
を
評
愤
す
る
場
合
に
關
係
す
る
.の
は
種
.類
ビ
し
て
の
欲
望
の
顺
位

 ̂

あ
ら
ず
し
て
、•、
部
分
的
、
具
體
的
欲
望
の
：强
度
で
あ
る
：。(Grlmdztige. 

S. 

2
ブ
4' 

F positive.

. 

s
' 

I75-9 >)

；個
 々

の
滿
患
と
し
て
感
ぜ
ら
权
る
迄
云
ふ
意
味
に
於
て
、
否
人
の
欲
望
.の
大
部
分
は
分
割
せ
ら
れ
る
。
空
^
ば
完
全
に
滿
. 

K

S
す
る
か
、，
然
&
ず
ん
ば
之
ど
佥
羅
滿
/0
す
こ
ご
な
く
し
て
放
，置
す
る
か
、
二
者
其
.
1
‘を
擇
ぶ
ょ
6
他
に
錄
し
得 

ざ
る
も
の
で
は
な
い
？
.財
の
'供
給
充
，分
な
.ぢ
ざ
る
場
合
it
は
,
不
滿
足
の
威
；を
最
小
な
ら
し
め

ん
が
た
$

、
不
風 

の
感
度
最
も
龈
烈
な
る
欲
敦
ょ
り
顺
次
に
滿
足
せ
し
ひ
る
.z
;

t

を
翦
す
.る
の
で
あ
る
。
' 而
し
.で
‘、
：
凡

ゅ

る

欲

黛

を

滿

：

&
脊
も
*

_
る
後
：、

V

猶
餘
霧
財
が
賴
る
#
は
：、.
'慕

擧

■
の「

所
：調
.：n
自
由
•財

で
.
:^
る
，
。
：
ゥ

キ

ザ

I

は

？.

『

翁

が

偾

値

を

有̂
^
の

は
;-
財
を
の
も
の
、

tt
«
k
'基

：
、つ

くR
あ
ら
ず
し
.て
、
財
の
使
切 

が
櫝
植
を
有
す

.5
故
で
.あ
る
.

』

ビ
言
^

:$P. 

2. 0
.) 、；

ボ
ヱ
ム
•
.バ
ゥ
.エ
ル
ク
が『

總
.亡
の
^
濟
財
ま
贸 

値
^
翁
す
る
，

e
、~

.«
^
の
自
迪
:»
ば
價
値
を
有
せ
ず
0』

(

>

1

^

1

&

&
昏

0-
1

1̂

1

0
萝

1

- hab
e
n 

Wert, 
alle fteien 

GUter :
s
i
n
d

.̂ertl

-.osnpQsitive. 

s
.
; 

I,O
N

t

.:'
^

G

r

u

£

®
-c
r
Q
e
.
;^
I
^5) 

s 謂
ふ
も
、
偾
値
出
现
の
の
お
め
^
は
、
效 

用
龙
^
ど
同
時
^
稀
少
性
を
要
^
るM

:
-

を
說
く
：の
^
あ
.る
。
•!
:
し
、；
財
が
欲
望
を
滿
足
せ
し
む
る
^
充
分
な
ら
ざ 

る
場
合
ヒ
、
該
^
4
1始
め

-1
:

*

注̂
惫
0
對
象
ミ
な
办
、
菩
入
が
節
約
：じ
、
取
得
し
、
若
し
く
は
保
存
せ
んw
す 

る
：財
ビ
な
る

0

で
あ
る
;;
0

.
_ち
^

^
議
妁
欲
«
の
.感
费

 ̂

若
し
く
は
同
一
最 

'の
：谢
.ょ
3

«

#姥
得
ち
择
^
部
_
的
湔
鬼
球
、：
通
常
そ
の
.
*要
.性
を
興
^
す
。
而
し
ズ
そ
の
®
嬰
性
は
*
減
し
て
零 

.
逢̂
^
'0』

：
^

^

命̂
題
の
生
»
る
«
似
^
あ
：展

^
3

艮

&
叫
€』

u. 

Positive: 

-
s
'
. 

1
8

0
.〕

,:

假
，k
:經
.著
%
ド
41
励

す

る

风

性

供

ス

間

を

想

.像
^
る
な
ら
.ば

：.
•被
ば
璘
々
た
る
.欲
舉
¥
滿
足
せ
し
む
る
た
め

に

、 

緊
要
な
^
欲
：鐘
货
«
灰

:^
耍

す

る

棄

料

を

次

，ふ

の

：愚

擧

は

せ

ぬ

で

あ

ら

ぅ

。

玆

R
所
謂
；.
.
n限
界
效
用
遞
減
.の
法
則」

，
 

が
#
ら
れ
、
價
値
決
{此
地『
一

:財
の
價
は
限
界
效
用
の
大
3

k
侬
々
て
双
®
せ
ら
る』

ど
謂
ふ
命
題
が
得
ら
れ
る
の 

で
あ
a'
。
此
命
題
は
寒
^

«
値

論

-0
楔
©」(

>
渴
么
9
名
^

^
を
成
す
も
の
で
あ
る
。
最
も
取
.純
な
る
揚
合
の
み
な
ら 

，ず

、

现

代

經

濟

界

に

見

;^
混
沌
裡
^
在
6
,て
も
、
人
間
が
財
を
評
檟
す
る
：場
合
^
植
其
：の
.財
の
限
界
效
用
^
依
々
.
、
；
, 

'且
、
.
.此
評
價
代
並
づ
き
て
#
を
，處
‘理
す
る
め
で
.あ
る
0 _

洵
R
、
，■财
の
價
値
の
究
極
的
決
定
.®
素
は「

效
用」

.VJ 「

稀
少 

性J

 

で
•あ
る
。へ

• 

■ 

■ 

‘； 

.一.
：： 

■

第
と
十
ニ
事a

六】

:1
> 

.
相
漱
5

逢

，

w

し
，I
,扇

的

相'#
*
論
 

笫

十

£

一

 

1



第

卷

c
l:5
x
;e
.
似
格
論
％
跋
礎

レ̂
て
の
法
傭
册
倜
.*
諭

. 

笊
.十4

_

r
;
i 

:‘:(
'莜
^
.於
.て
か
.、

S
R驚
^
す
可5

 7P

の
ど
し
て
苦
人
の
眼

^
映
じ
た
る
現
双

.、即
ち
、『

比
較
的
裙
用
な
ら
ざ
る
ダ 

4
 

,ノ
ド
が

«
だ
高
き
順
値
を

:*
も
、
，
^
系
遙
か

^
有

.用
な

;̂
パ

.ン
：
及

び

鐡

が

，
ょ

値

少

な

.く
最

も

有

用

な

：る 

水

a
び

1分
.氣
が

‘全
然

A
fL
な

;t
ポ
せ
ち
れ
る』

_現
像

が

-
、
、
条

く

自

然

に
.說
明

'せ
ら

i;
l
る
の
で
あ
る
。.(

oョ
昆

,8
:c/
qひ
，
 

a

. 

b

^

J

^ u. 

positive. 

:
、
 

：
.
' .; ' 
,

:

.

:

,•
•
? 
•<■
.

,

••
'
. ‘

(

.四 5 

.

.

.

.
,
,

り
'
‘ 

” 

.
-

■'
• 

• v 

'
;
’
、
•
‘
•
• 

.
'

「

•

:•
:
然
乍
ら
、、
組
_
的
变
換
制
度
め
.存
在
^
依
$
、
觅
に
財
^
第
ニ
次
购
用
途
。
即
ち
、
他
の
财
ビ
交
換
甘
ら
れ
る

VJ  

云
ふ
'/[
-

1途
が
#
へ
ら
れ
，る
o.交
換
:«
象
的
.
^
あ
6
て
.
、
.
財
の
' Ji
t
の
■第
一
.
.1次
.的
用
途
化
：關
す
る
性
質
を
最
も
ょ
く
表
明 

す
る
.も
の
は
^
幣
で
あ
る
で
吾
人
が«
#
を
評
'價
す
る
場
合
^
ぼ
擺
常
を
の
;̂
換
價
値
に
從
.て
評
债
す
る
。
而
し
て 

貨
幣
り
交
雜
價
値
は
、
共
貨I
を
以
.て
取
得
し
得
る
貨
物
の'®
.
せ
ら
れ
た
る
使
用
偾
値
で
あ
る:?
吾
人
が
貨
幣
の 

偾
«
-?
:
:決
定
す
る
.推
め
26
:
な
.る
.滌
.

#
:»
^
^
^
 ̂

に

—

 

,::
:
_
■

;
-
1
.

)

“
_
;:
0
#刺
相

'̂
得
る

^
^
|;^
'«
、
'
ノ

•
•
<
. 

- 

^

-■
■

.

.

:

.

:

し

「

... 

” 

•

;
.

S)

 

‘常
滕
の
难
場
狀
藤
宄
あ
々
て.取

得

し

：
得

る

；
財

.の

.
性

蒸
 

' 

. 

:
§
>
':
;
之
等
め
財
が
寄
人
に
與̂

る
效
用
、
並
纺
^
欧
忙
吾
人
の
所
有
せ.る
、
或
は
.収
得
せ
■る

效

用

"

：.
：
：
：
； 

-..C
:四
：}

.欲
鐵
の
範
岡
及
び
强
度
广
.
々

.?
'

'

ン
音
人
の
：■
ふ
意
蛛te
解
ず
れ
ぼ
"
.交

換

懷

靈

び
:|
^
#1
用
«
値
ぼ
：共
紀
主
»
的
«
値

.0
植
1

屬
ず
も
：0
で

あ
;§
0 

「

使
用
僧
値JVJ.

は
、
財
が
腺
用
贫
ら
れ
て
直
接
化
幸
ー
顺
を-增
進
す
る
ヒ
の
想
定
の
卞
妆
、‘或
個
人
に
.對
し
て
財
が
取 

得
ず
る
盡
要
性
で
あ
る
。
而
し
て.、
之VJ

同
じ
く
、
，

「

交
換
價
値」

.：.ビ
は
、
交
換
^
侬
6
て一

‘
の
財
が
他
の
財
を
収
得

f
石
能
カ
あ
名
故
夂
、
：之
^
依
々
、
.或
_
人
の
幸
.福
^
關
し
て
そ
の
則
.が
取
'#
す
る
1
耍
性
に
外
な
ら
ぬ
。
.
他
用
傾 

値

^
太
^
：

t
r

旣
^
菩
人
の
.知
る
如
く
、
'.
常

該

財

が

使

用

.せ

ら

れ

て

所

有

者

^
齋
ら
す
跟
界
效
用
の
大
3

R
依
て
测 

宛
*

i

夸
。
交
換
偾
値
0
太

さ

：は

ぃ&

^

«し

、
_谏

換

龙

依

ぅ

て
.収

#

^

れ

る1«
*
:の
便
川
價
«

^

1致
ず
る
。
傘 

が
物
々
突
f

行
ぶ
場
合
、，
佘
め
提
供
す
る
財
が
佘
の
幸
福
は
對
しV

*

ふ

る

所

の

も

の

は

、
，
^
^
.
余

が

交

換

ド

依
 

て
取
得
ず
る
财
が
余
M

ふ
る
丈
け
の
效
用
で
あ
る
。：
夫
故
に
、
其
財
の
：主
觀
的
交
換
愤
値
の
大
3
は
、
其
財
？
交 

換
6
セ
取
得
す
る
財
：の
限
界
效
紙
^
依

：
て

測

定

せ

ら

れ

ざ

.

.服
丨
し
て.べ
#

-1
:
:財
の
所
有
者
代
對
す
る
财
.の
；使
用
愤
値
ど
.交
德
猶
値
ぜ
は
そ
の
大
さ
が
興
る
も
の
で
あ
る
。
例 

ベ
ば
、
s

k

?
^

S

S

M

^

^

> 書
籍
：版
質 

業
者
.
ど̂
>

'^
议
、±
ビ
：反
對
の
.場
合
が
多
い
。
夫
故
に
.、
.'

『

斯
‘る
場
合
に
一
.
.ー
つ
の
偾
攸
め
中
孰
れ
が
眞
の
俏
値
企
3 

れ
る
.か
._

』

.
' 

美
問
題
が
起
る
'。
個
人
的
‘用
：途
k
使
用
す
•る
.こ.VJ

へ
、
_交
換
^
使

，用

す

る

；
こ
ビ

、

は

、一

、
の

府

を

他
 

用

ず

る

興

れ

る

一

：
一

用

途

で

あ

る

.。

此

：場

合

は

、

「

諸

種
‘の
用
途
を
有
す
る
财
の
價
値
^
關
す
る
研
究」

c
p
o
s
i
rr
.
v
e
. 

S. 

&

r

&

3

k
於

t
,知
ら
れ
る
如
ぐ
r
,:
;
,
r
若

し

傭

が

各./
>
、
の

用

途

に

使

用

せ

ら

れ

.て
與
ふ
る
限
界
效
用
を
異
R
す
^
場 

合
^
"其
.
|の
»

*
的

.«
値
決
定
©

.«
準
さ
な
名
も
.の
は
.'1
6
高
.さ
限
：界
效
用
で
あ
名』

を
以
て
、
.一
の
财
の
.使
用
® 

雜
车
交
換
價
姻
在
が
大
3

^

»に
す
る
場
合
は
は
へ
雨
者f

；

の
ょ
土
尚
さ
も
の
が
該
財
の
眞
の
愦
値
決
定
の
恥
準
S 

な

本

め

嗜

あ

る

心

菩

人

：は

此

觀

髮

：實

際

：生

館

は

於

ぜ

認

衫

德

名

货

擧

者

：は

嘗

麗

衆

膨

播

私

^

^
名

.
o

蓋

'(
,
、.
语

人

は.
.
^
I f

语

'^
■の
'ff
i
'5
:
よ

A

y

高

き
h眞
Co
«-
:
値

^

,一一
 
致

す
'.る..や
、
ぅ

に

使._用

す
.る

故
■で

あ

'る■.
 

_然

乍

ら

.、 

實
賴
な
る
狀
傭
瓞
あ
名
場
合
R
は
學
者
珞
亦
*
籍
を.

j
K
t

す

る

ど

が

^
る
.。
，
此

場

合

、
'彼
に
對
す
る
#

®
の
.使
用

f
?

1

5 

a

六
ニ
七)

惯
格
_
の
菇
礎
：

て
一
の
主
：觀
的
價
値
論.
 

笫
屮r

號 

一一一

£::



:

'
s
i
.
.
# 

A
.
- 

 ̂

浓
十「

號
.

マ
三
七

#

.
友
び
溶
*

5

.̂.
5
:換
也
€

^
は
1:
化
な
总
.も

.書
^

^
王
觀
的
交
換
僧
値
が
昇
騰
し
た
の
■.で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
 

消
足
を
求
あ
て
止
凌̂

る
他
の
.階
級
の
よ
6
緊
切
な
る
欲
望
,^
現
は
れ
、
書
#
を
责
部
し
て
此
欲
望
を
滿
足
せ
し

[/

一
f

ど
が
、
彼
.

^

1て
.
|
;逋
要
|

%
の
せ
攻
气

.
此

11
1
:要
性
於
容
易
.に
.書
雜
の
使
州
價
値
を
凌
駕
し
た
の
_で
‘ 

,'
■
麻
る
。(

^
r
g
d
z
CJ
.
-
g
e
'
s
. 

5
T,

5
6; 

u. 

positive. 

S
. 

2〇
Ir

6
\

 

,

:

バ
恨
値
说
吾
人
が
種
、々

:0
_
斷
を
經
^

§
;

、
、合
：现
的
K
行
ふ
よ
3
限
界
效
用
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
此
合sf. 

猶
判
斷
は
決
し
て
.環
境
の
變
化
を
忘
却
1>
て
#
';
&
る
\
も
の
：ヤ
な
い
。
從
て
、
生
活
環
.堞
の
變
化
に
妃
6
(^
ら

#

化 

^
;

免
れ
な
.い

の

で

あ

る

.。

:
,反
擊
,
者
の
，或
考
は
、『

商
人
^
對
す
る
/商
品
の
限
界
效
用
‘は
零̂
等
し
切
。
而
.も
彼
が
.之
-̂
偾
览
を
忍
む
。
楚

'

r

-c
?
,
R
^
'
:
' 

I

.定
の
.，勞
#

£
ず

1 -
丨
せ
ら
れ
た
る
故
で
あ
る
。
生
鹿
®
を
«
せ
る
故
^
あ
る
。』

ど
昭
へ
て
、
限
^
效

用
觀
^
:致

命

的

：
一

〈

：
擊

玄

加

へ
.た
6
で
.自
認
し
て
居
る
1
彼
等
.は
、
.

『

使
用
價
値
よ
6
も
主
«
的
交
換
愤
値
大
な
る
»

合

牦

は

；
、
：
大

な

：名

僙

値

、
：

'即

ち

、
，
主

觀

的

交

換

偾

値

が

財

.の

眞

の

偾

値

決

定

，
の

某

準

ど

な

る

』

ビ

謂

ふ

と

ど

を

明
® 

切
«
解

:(
>
遵

ら

：ぬ
の
で
あ
る

.-
0
'

-

i

':-
:

. V (

五〕

：
 

■

:交
換
現
象
^
減
察
f

-'
ic、：  

：
'A
間
は
：決
し
て
單
f

娘
樂
の
:̂
め
k
交
換
を
行
f

の
で
な
' い
。
I

の
：f

す 

^

^

f
 

s
^

^

A

f
f 
5
o 
而
し
て，

‘ 

;l
c
r
物
^in

r

.̂
の
た
；め
^
交
換
を
.行
ふ
も
■

ら
ば
、令
は
交
換
に
依
々
自
己
の
'經
濟
的
狀
態
を
改
善
せ
ん
手
る
も 

め
で
あ
^

而

し

で
MUWUの
.交
換
狀
態
を
見
る
^
*.
>
.兩

常

事

，
者

が

此

目

的

を

達

す

•.る
:'
^

■
否
や
、
.及
び
如
柯
な
る
程

度

技

遴

す

邊

か

は

：
、

主

；ビ

...
む

:1
:
彼
.等
が
..財
に
置
く
價
格
に
依
存
す
：る
。
夫
故
K
、.ー
，
般

允

交

換

行

爲

を

.
起
す
る「

經 

濟

的

利

益;0
:追

，求」

.
ビ
云
ふ
動
#
は
、
價
格
を
決
定
す
る
に
常
6
、
支
.配
的
勢
力
を
有
す
る
も
の
ど
言
ひ
#
る
。

«
賣

k
維
供
せ
：ら
れ
る
財
の
數
*
が
增
加
：す
れ
ば
.；.

(

需
：婴

.̂
し

，.
同

一
な
ら
ば)

、其
財
の
各
眾
位
よ
6
得
る
收
ー
益
. 

は

破

少

，す

る

，
け

れ

矿

も

、
：：
，
全

部

 

て
ザ
ー
.の
所
謂「

價
値
.の
上
昇
的
傾
向
の
場
合」

ビ

等

し' 

S
。

^

^
ら
、
或

】

：定
»
^
.到
»
せ

.§
_

«
全

部

收

益

觅

減

；少

す

る

.。
即
ち
、
之
は「

價
値
の
下
|%
1^
傾
向
の
«
合」

どi
p
u

で

*
る

，
。

.
斯
.;
(
.
¥、'
P
J
.般
f
t充
分

奮

す

る

に

至

れ

ば

、
.價
格
は
零
ビ
な
る
の
で
あ
る

o
: 

(Nattlral.

^

 

V 

,
.
v
.
- 

■

個
久
；的
企
業
家
_,の
目
的
ま
»1
:

#

對̂

し

：
て
：最

衣

の
#
用
^
撮

供

ず

る

：念

：

;̂
^

^

^
ね

自

.己
'
最̂
：太
の
偾
値 

を
取
«
す
る
に
.在
る
。'
效

用

は.夫
れ
自
身
企
業
家
.の
'經
濟
^
對
す
る
、第
一
原
理
で
あ
る
。
斯
く
て
，
社
#
的
效
用VJ 

交
換
道
値
^
が
競
合
す
•る
：時
、

•

破
越
.の
.她
位
を
占
ひ
る
^
の
"は
交
換
顧
値
で
あ
る
。(Natural. Value. 

P. 

5
4
-
5
0

 

'.
:
r
'
_
^
^
が
財
生
產
k
對
し
セ
'1
0
:耍

:5
:§
役
，割
を
浈
ず
る
こ
.ど
は
.看
^
す
可
ら
ざ
る
こ
ど
で
あ
る
。
交
換
偾
値
は 

適

;'
®
分
畺
：及
：び
*
用
猶
下
は
^

^
尺
：度
ど
^
る
も
の
.で
あ
る
。
而
し'

V
、

市
場
に
齎
ら
.さ
れ
^
る
'凡
ゆ
る
.財
. 

©
交
換
«
値
：#
限

界

的

價

値

芑

し

，
て
，
誶

價

*

換
言
す
れ
ば
.，、.
財

の

各

：取

位

は

.同

一

の

價

値

を

取
 

得

:1
>
:、
.
都̂
量
の
財
は
_
界
的
«
値

0
:積
ビ
し
て
評
價
せ
ら
れ
.る
の
で
あ
る
0 

.

.

看

ば

、.:
#
人
が
直
接
ド
經
濟
的
利
益
を
增
進
せ
ん
が
た
め
に
の
み
交
.換
を
行
ふ
ど
运
ふ
假
定
の
下
に
於
て
は
、
 

如
.何
ぼ
じ
.，て
價
格
が
決
定
せ.ら

れ

る

か

。
，
斯

く

て

，
到

.達
せ
ら
る
、.法
則
を
©.人
は
.價
格
形
成
の
»
礎
的
佚
則
S
觀
.々 

こ
ぞ
：が S

來
名
;
P:
ン

.
-.
•
:
:
'
. 

’

:-
,

'

」

--.ぺ
';
:
.,
'
;ノ 

.

n

-
入

费F

十H

卷：-
(
I

六
二
さ
：

.價
胳M

©

甚
礙
せ
し
'て
の
：主
I

一■

齓 

紙
屮
.
•號
' 

i
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孝
 j

年 

r
H八

.、.自
_利

0
動
機
は
殆
ん
ざ
常
に
存
在
し
、
且
又
最
も
强
く
作
用
す
るvj

雖
も
、
债
格
を
以
て
行
は
れ
る
實
際
的
取
|̂ 

S

て
は
、
例
べ
ば
、
人
情
、'
智
惯
、
友
.情
、
虛
榮
等
の
動
機
が
混
交
せ
ら
れ
、•

成
は
.租
稅
、
f

制
规
、
賃
銀
決 

楚
周
せ
；

S.
ふ
：植
.の
.外
的
制
度
^

^
祿

：依
ぶ
’
犋
は
#
刹

^;
^
の
：衛
^

:方

向

に

動

：
い

て

居

：る

事

.
®が
認
め
：ら
れ
る
。
然
乍
ら
、
：斯
の
如
&
諸
動機

が
，：：！！

利

的
®;
機
よ
6
も
强
く
作
用
せ
る
結

'M
、
經
濟
勸
损
失
.ど
.な
■.る
交
換
を
行
は
し
む
る
ミ
ど
は
實
際
上
稀
^
し

，
て

、

通

常

は

‘

(

.
s®
^
追
求
す
れ
ば
辱
ら
る 

.
、
、

可
.&
,利
.益
.よ
$
も
、
よ
6
少
な
さ
利
益
V
J
.得
.て
滿
足
す
^
程
度
の
も
の
で
あ
るc

眞
k
、『

交

換

に

.依

て

自

.
己

の

M
濟 

的
.利

益

寒

讚

進

，せ

ん

ざ

す

：る

動

機

』
：

は

價

格

決

定
.上

支
*
的

勢

力

を

有

す

る

.

の̂

で

あ

る

。

.::.ぐ
觅
^
此

の
»
繊
的
動
機
_の
、內
容
を
檢
す
，る
，̂

.
交
換
取
引
の
泱
定
的
解
決
.は
次
の
ー
¥

解
決
す
る
に
あ
る
。
即
_ち
、- 

,
'
2〕

ー
定
め
狀
態
.の
下
に
於
て
人
が
交
換
す
る
.や
否
や
'.
-
»及
，び
.
.
.
.
‘

4

ニ
，V

若

し

人

が

交

換

を

決

意

.せ

--
5
場

合

、
、.そ
.の
.交

換
^
如

何

な

る

條

件
'?
:
附

與
.せ
ん
ど
す
る
か
。
で
あ.る
。
.
”

.拔
て
之
等
の
決
定
を
な
す
^
當
ぅ
、
直
接
の
利
益
の
み
を
追
求
す
る
人
間
は
次
の
如
さ
原
則
^
從
ふ
。

:

(

4

-
交
換
が
利
益
あ
る
：場
洽
取
^
み
请
換
せ
ん
ゼ
す
。
. 

こ
：
'
:
‘
.
.
：
：

：
；

'

' (
H
)

：
小
な
る
利
益
4

4
漢

な

泽
 

,

• 

- 

. 

.
 

.
 

:

(. 一.

一，.I

V备
然
交
換
ぜ
.

,小
5:」

る
'利
益
^
て
も
交
換
せ
ん
、/し
す
々
：
：
：

乏
等
.

1.1

.一，個
の
原
則
ば
.：

『

«
礎

的

動

ミ

稱

：
し-#
.る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
之
等
一
一
一
個
の
«1
則

の
全
.部
が
；
.歸
著 

す

る

顶

の『

利
益
を
得
て
交
换
す』

ビ
云
ネ
乙
ど
を
說
明
し
な
け
れ
ば
な
_も
な
い
。

、'
此

：語'は

少
.
-̂
ほ

、
交

換

常

事

者

：
が

提

供

し

て

失

ふ

：
財

》

取

#
.す
る
財
，.で
>」
.比

較

,1
セ

、
自

.

己

^

幸
«

に
、關

し

て
"

ず
.

衣
呢
大
^
«-
る
や
3'
け
交
換
す
3

3

.

^

 ̂

e
を

意

味
.̂
る
：。.
換
言
ず
.れ
ば
、
提
供
す
各
^
よ
り
ネ
取
#
ず
名
财
が 

よ
ぅ
.大
«
る
圭
觀
的
價
値
あ
炎
ビ
認
め?2
る
«
合
に
の
み
交
換
す
く
云
ふ
乙&
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。e

K

E-が 

a
r
の̂■

所
^
す
る1

頭
0
馬
ビ
*
搏
©
潮
萄
酒
.
.(£
-
交
換
す
?'
.̂
し
Is
な
^
ぼ
、
ノ
ぐ
は、
' 十
«
の
m

f
酒
が
馬 

一
EC
VJ
:

多
%.
よ
ヵ
爽
な
る
主
觀
.的
偾
値
あ
る
：故
^
.
:可
能
ビ
な
る
.
.
©
.
で
あ
.
 ̂

.
相
季
の
交
換
當
事
者
a
も
亦
中
i
同 

I

め

.̂
^
を
考
へ
る

,;
°
乙
ば
^

#
の
.葡
萄
酒
が
自
€
核

«
^
^
:有
：す
态
^
鐵
よ
シ
炎
な
：•る
偾
値
あ
る
.財
ヒ
で
な
け
れ 

ぱ

：交

奮

欲

し

象
1/
>

>る

ほ
,
の
：
所

有

す

名

馬

よ
0

%

.樽

の

葡

萄

酒.の

僧

値

小

な

名̂̂

M

父
機
せ
ん
e
す
.る
め
ガ
あ
苓
;°
:此
事
«
よ

:.
!
>ム
，，の
$

‘§̂

る
法
則
が
得
ら
れ
る
。

即
ち
"
.

『

同 

一■の
財
及(
一

幣

. 
(
p
r
e
i
s
g
u
t
v

^
對
じ
.て
兩
者
鞀
相
違
せ
.る
>
'否
ハ
反
»
の
價
値
を
置
べ
場
合̂

:の
'み
熒
換
が
經
濟
的
^
可

旗

：で

あ

：
る
；

C』 

气

：-裳
^
、
：
交

換

當

事

着

が

宴

'る
.利
益
敦
び
突
換
よ
3
得
_
利
益
緣
、
.兩
當
事
着
め
^

從&

增
加
t
る
の
セ
あ
令
。二
荷
b
此
め
相
黎
が
滅

 ̂

彼
等
.の
交
換
よ
り
得
る
利
益
は
.減
少
し
ノ
此
の
相
違 

が
«
く
な
ト
衷
.彼
等
の
評
i

l

f

s

s

w
者
肺
の
_

的
突
換
は
不
可
能
^
な
る
.の
で
あ
る
o 

(

G
r
u
n
d
z

cg
:

.o
>
. 

s
v
4:̂
l

'̂̂
?:
Hd
s
i
t
i
v
0>
'
.
s
.
:
2
^
^
^
^
^

: 

v 

. 

■■
:

.

'

.■

. 

. 

. 

: 

い'
:
.

-

.

.

.
吾
人
は
：交
換
に
於
で
成
立
す
遠
價
格
践

〔

爾
交
^

^
事
者
め
»
愼
^

^
存
ず
5
乏
迖

而
磁
、

•

價
格
成
立
現
象
を
‘詳
細
^

—
察
す
，̂

、̂
.『

市
場
.很
格
は
.南
.限
界
钠
對
偶(Grenzpaare-; 

Marginal .pairs)

•e®.

媒
的
1#
僙
、を
限
界
せ
f
名
錄
W
內
に
於
て
定
ま
•る』

の
で
あ
，る9. (

G
r
m
l
d2

a?e. 

s. 

4
9
2
-
5
0S. 

u. 

Positive； 

s
.

,

雄
ニ
十
二
卷(

H
C
H
J
:
V
侧
格
論
の
基
磁W

し
て
め
.
、
_

的

慨

値

嫡
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第

へ

士

；
怨C4'

六
：

n
n
j
)

傭
格
論
■

礎
ぜ
し
.て
S

■觀
的

混

論‘ 

第
卜
5
 

l“
Q

 

::
■
语
-
力̂
此
命
題
k
依
々
て
第一

R
知
る
の
.は
、
價
将
形
成
^
主
觀
的
惯
値
形
成
S
の
.關
係
で
あ
る
。
t
e
R
®人
は
、
 

則
の
.主
觀
的
價
#:
は

「

限
界
效
用」

、
.即
ち
、
經
濟
的
^
可
能
^

ら̂
れ
ざ
限
界
的
效
用
^

依̂

ク

て

决

定

せ

ら

^

‘
る 

芻

れ

f

ひ
今
や
、
#
入

は

：
、
■.凡
ゆ
る
.市
場
價
格
は
•「

限
界
的
價
格」

f

、|

、
£て
、
交
換
の
可
能
性 

の
限
界
代
在
る
、
.：競
举
し
つ
‘：N
あ
.

I
個
の
經
濟
的
關
f

 
.
依
り
て
.決

定

言

れ

•る
‘
.こ
f

知
る
の
で
あ
る
。
5

.

兩
^
舍
の
^
似
は
全
く1'

致
しv

居
る
，W

S

5

Sさ
も
、
密
接
^
:關
係
せ
る
内
部
的
原
因
k
由
.來
す
る
類
以
な
る 

乙
在
は
容
篇
k
知
ら
れ
.る
の
で
あ
る
o 

•

'「

廳

的

價

値

形

唐

I

I

I
ば
，經
濟
的
利

藝

强

馨

示
ず
等
級
表
中
、
，最
上
部
，k

s
欲
_

足
の
：た
め
溢

用

す

：
可

き

乙
|

要
求
し
，た
o
而
し
て
、
:
w 

s

f

 

V
.

滿
恶
發
し
f

れ
た
る
.最
終
の
欲
a
は
‘，

『

限
界
效
用』

，
1

示
す
る
も
め
で
あ
‘つ
た
。
W
格
1

3

 

合
k

t

l
、：
競
爭
者
藤
濟
的
利
益化
對
l

i

は
.、.：
競
薪
|

交

篇

ヵ

办

麗

を

示

す

等

級

表

中

、
最
も 

能
力
I

對
偶
が
交
換
裏
事
す
可

き

客

要

求

し

て

.居
るo

而
し
て
，之
等
の
者
S

の
一
は
I

、最
終
S

、
 

|
«
,
:
^
限
.界
的
參
似』

を
指
示
し
て
居
る
.，の
で
あ
る
.。
.前
の
，揚
合
に
於
、て
は
、「

限
界
效

用

ょ

々
重
要
な
.る
/L
ゆ 

る

蹵

■

す
る
刷
は
、
：’限
界
效
用
を
.決
定
する
.最
後
の
.’財
k
'依
.

OV

て
.價
値
を
決
定
.せ

ら

れ

，
、
後

の
"好
合
疼

て
i

、

或
.は
.高
さ
、
或
‘は
低
，̂
價
格
紀
.て
交
換
；̂
從
事
し
得
I

:
專

ら
_ 

f

最
8

1

、

即

ち、
：
'限
界
的
對
偶
S

價
S

々
て
高
低
f

1
定
價
格
を
洗
定
せ
ら
れ
る
の
^

I

。，
而 

し
t

裱

後

气

.前

の

：揚

合

は

於

；

i

:
、：：S

.
依

存

關

係

奴

依

へ

着

の

も

の

、
侬
存
す
る
欲
,

重
_

が
备 

P
則
の
.價
姐
を
決
定
し
た
.
■•
;
?
.
.
之VJ.

同
樣
、
後
の
揚
合
妃
於
て
は

.、

.最
後
の
■も
の
k
依
存
す
る
對
肫
の
.經
濟
的
狀
旗

が
財)

の
價
格
を
決
.定
す
る
.の
.で
あ
.
-5
'
0'

:'
.
:

然
も
、
斯
の
如
き
類
肌
めa'
で
、
，價
格
：V
C主
觀
的
價
値V」

の
間
に
存
ず
る
關
係
を.全
く
說
明
し
諶
く
し
た.
6
$做
：
 

す
：ミ
せ
は
出
來
摩
い
。
偾
格
：が
徹«
徹
属
主
觀
的
價
値
め
產
物
で
あ
るs
v>
.
ふ
乙
ど
：は
见
^
重
要
摩
る
關
係
.で
あ
.る
：。 

n
孤
立
内
交
換
5
於
け
る
質
格
形
成
，

」

.

.

(

'?
2.
訖

0:
§
叫
h
3
_
p
&
a;
0
3 isolielt

s.-Hausches..〕
r

購
買
者
侧
の
一
方
的 

競
#
办
#

#
こ
於
け
'る
貴
格
膝
成 JXPJreisildtmg.

cr
e
i
. 

einsei

cse
m

. 

w
s
b
e
.
w
e
r
b

 

der: K
a
u
s
u
s
t
i
g
s
.).：「

版

寶

者 

則

の
1
方
.
*
?競
#
0.
©
合
^
於
け
る
價
格
膽
成
.

I
.
c
p
r
e
i
s
b
s
u
n
g

cr
2.einseitigemiA/vettb.ewerb der v

e
r
k

PJufer.) 

及
.び

「

双
方
的
競&

の
場
合
に
於
け
る
®
格
形
成」

(

9
e Prdsbildung 
.び
.̂bHderseitlgem. 

w
e
t
t
b
e
w
e
r
b
‘)

に 

述
ベ
ら
れ
^
居
る
所
を
想
起
ぜ
ょ
。
其
處
に.說
：，か
れ
て
居
を
$

、
財
が
自
己R
•
價

俾

あ6
ど
做
す
人
々
を
し
て7 

或
ぼ
)ft
買
者
■
し
て(

—
ぱ
齡
寶
者
ぐ
じ
て
、'
.擊
す
る
に
集
ら
じ
む
る
所0

^
財
及
び
貨
幣
け
對
す
る
評
.價
の
關 

係
で
あ
る
。
即
ち
、
財
れ.の
當
事
者
が「

交
換
能
力
.

」

あ
る
者
な
る
か
を
決
定
し
、
且
.、
各
競
爭
者
の

「

交
換
能
力」

. 

'の
.程
度
を
決
®
ず

る
;^
の
は
此
關
係
^
あ
る
ド
此
.關
係
に
依
6
、
人
々
は
，正
確
に
彼
が
利
益
あ6
ビ

し
て
競
#
に
加 

入
す
3'
«
格
：が
決
定
.
ら
れ
る
.の
.で
あ
る
。
<
同
眯
に
、
メ
ゾ
ガ
1
0'
Fr
謂

；
、

「

«•
•
濟

附

に

除

外

，
せ

ら

れ

れ

る

?

,
 

n
o
m
i
cn
:

s..ausgeschlasse.n)

.者」

、̂.
し
^.
、
競
#
R-
敗
れ
、
且
.、
競
#
-
ふ̂
除
外
せ
^
る
可
含
限
界
を
认
&
す
る 

.の
も
此
陶
系
;̂
あ
，る
。

'
馨

著

¥

、
.實
It
交
換
に
從
«.
す
る
當
事
者
を
決
定.す
る
の
も
此
關
：係
で
あ
々
、
且
、
 

何
れ
の
»
偶
.が
限
界
的
對
偶
の
役
因
を
遂.行
.ず
可
ぎ
か
を
決
定
す._る
.の
も
.此
‘關
係
で
あ
る
。
而
し
て
最
後
に
，、
此
關 

係
は
、
市
場
に
：於
て
収
引
契
約
が
締
結
せ
ら
れ
ざ
偵
格
を
.決
定
ず
る
の
で
あ
る
。-夫
故
に
、
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實
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た
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依
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は
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觀
的
評
偾
の
地
位
を
，

笫
一
一
，十
1
5 

2六
三
§

餌
所
論
.の：#
礎
€
じ
：
て
ダ
主
«

的
倒
値
論

 

：：

第
：i
.贼

5
.
一



1

第

ニ

十

參2
 

S

0

 

第
：卜f

ュ

一

四

弋

價
格
r
成
の
屈
因
ど
し
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す

可
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、
特

徵
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'
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全
ぐ
存
在
せ
ぬ
の
で
あ
る
：o
:而
し
て
、
‘奸 

の

妻

は

ま

た

、
金4

S
M

V
J

.

で
あ
る
.。
.蓋
.し
' 
吾
人
の
知
れ
る
如
く
、
之
等
.
I
:觀
的
評
■

、
或
る
け
が 

吾
入
の
■經
濟
的
幸
s

»
荖

有

す

.蚤

着

廳

霧

，

而
し
て
、
.そ

の

繁

、
吾
人
が
或
は
.取
得
し
、
或
は
提
供
す
.る
財
の
、
f

の
經
•濟
.的
幸
福
S

し
て
？

る
I
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づ
け
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之
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格
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茂
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翁
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あ
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界
的
對
偶
の
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價
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依
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し
I決
定
せ
ら
-る
、

價
格
水
準
そ
の
も
の
高
低
は
如

.可
K
し
て
，決
定
せ 
>,ク 

之
ま
S

人
の
說
け
る
所
ょ
々
、
限
界
的
對
偶
：..の.地
位
に
決
定
的
影
響
を
與
ふ
る
も
I

、
.寶
I

事
者 

双
ブ
の
欲
望
名
し
く
は

.

作̂
の「

數」

及

^「

程
，度」
な
る
乙
ミ
は
容
易
に
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ら
、
a

^
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侧

货
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管
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輪
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合
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は

*
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較
的
高
く
評
價
せ
る

ま

碁
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び

磨

者

嘗

な

る

故：

で
あ
る
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S

く

類

似

の

现

忠

管
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§

者
の
侧
は
於
て
、
比
.較
的
少
數
の
者
歐
く
評
愤
す
る
气
.
版
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洛

ク

セ

に

於

て

.比
較
.̂

多
數
.の
者
が
低
く
評
價
せ
る
場
合
は
、
限
界
的
對
偶
の
評
僙
ば
低
•ド
す
る
®
尚
；̂
ち
る
。

.
*. 

•- 

.

.

.

.

. 

.

、画,画.
.
.
.
.

•

. 

•
-
.
. 

.

斯
の
如
き
、
限
界
的
對
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評
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の
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準
が
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作
用
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K
O
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祈
す
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の
”

H

如
參
價
格
決
定
の
個
別
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®
素
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。
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貨
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け
ら
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く
評
懷
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強
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マ
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^
^
^
^
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攀

ら
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は
‘單
純
な
る
*
實
龙
は
な
い

。

評
價
の
.愛

を

表

現

f
る
'薇

は

一

、■
し
て
其
財
貨
.が
評
價
考

 ̂

f

<

有
す
る
單
純
な
る
主
蘭
的
價
條
の
絕
對
値
を
其
儻
表
浪
ず
る
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
-、，1

一
個
の
異
れ
る
評
價
、
 

1

S
財
貨
に
對
す
る
評
價
ビ
>
貨
幣
に
對
す
る
評
僳
ビ
を
比
較
し
て
得
た
る
關
係
を
表
示
す
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も
の
で
あ
る
。
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故
：
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、

若
し
吾
人
が
價
格
形
成
上
の
本
質
的
宴
素
を
决
定
.せ

ん

ぞ

ず

る

な

ら

：ば
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'吾
*
の
，評

價0
擻

値

好

：卿#
す

$ 

此
0
結

：合.せ
る
‘太
或
を
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く
代
0 

R、.結
合
す
る
要
素
そ
の
も

の
を
定
め
な〈

け
；れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
要
素
は
十 
一
0
.あ
，る
A 

一
は
財
貨
が
評
偾
者
^
對
し
て
有
す
各
主S

S

價
値
の
絕
對
値
に
し
て
、
他
は
一
單
位
の
貨
幣
が
評
價
者
^
對
し
て 

有
ず
る
主
權
的
偾
値
の
絕
對
値
で
あ
る

,°
而
し
て
、
そ
の
數
値
の
大
小
は
，財
貨
の
絕
對
的
«
値
^
比
例
し
、
貨
幣
の 

絕
對
的
偾
値
忙
度
比
例
す
る
。
失
故
に
、
.偾
格
の《

«
¥
素
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し
て
は
、Q

.
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^

々
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も
の
を
S
か
な
げ
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な
ら
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藥
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；評
價

.0
で
あ
る
。
ヾ

.

.

见
^
販
賣
者
侧
-̂
於
て
、
罟
人
は
■次
の
要
素
を
#:
る
。

第
ニ
十
’ニ
卷
_ 

C
1
M

ハ
三
五〕

.

倒
格
論
^
基

礎

彡

し

て

の

主

觀

的

似

戮

 

锒
十4
騁 

一_
s「



奪

屮
1
-5
笫
卜I 
號 

r

 
四
丨

(
三)

.
財
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版
賣
の
た
.め
^
提

供

せ
,&
:
る
、
數
。.(

供
給
.の
範
圃)

:-(
四
.

)

版

馨

が

財
^
,置
べ
.評
.價
：の
‘程
度
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供
給
の
强
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窜

の
%
合
化
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が
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^
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純
な
る
ニ
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れ
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販
賣
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依
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薇
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評
價
リ
•

;
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b
凝
寶
者
化
依
る
貨
幣
の
主
爾
的
新
値
。

市

.
し

て

之

等
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一
4

他

の

雲

も
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決
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せ
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れ
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る
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l

u

へ
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提
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財
の
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.
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は
、
則
か
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も
.「
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力
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」
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貝
#
の
最
も
緊
切
なW

欲
.望
滿
足
.の
た
.め
k
の
み
■振

々

尚

け

ら

る

、

故

で

あ

々

、 

價
格
低
廉
な
る
時
篇
眞
せ
ら
る

、
._
の
數
量
多
さ
は
.
財

が

嘉

S

贊

者

の

，み
I

ず
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能
力
少
I
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欲
i
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振
向
け
ら
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對

す
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關
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す
る
客
魏
的
關
係
S

冥

る

場

合

幾

分

意

味

が

變

化

し

て

f

。
康

的

I

は
純
然
|

感 

输
'を
意
味
す
る
け
れ
ざ
も
_、
客
觀g

偕
#:
は

i

s

格
を
意
味
し
て
居
る
。
主
觀
的
愤
値
は
個
人
的
の
I

で
あ 

.る

け

ォ

と

；
も

容

雞

的

;-
f
l很
又
は
偾
格
は
®
な
る
主
觀
的
評
偾
k
あ
ら
ず
し
て
、
經
濟
的
&
出
競
部
及
び
«
*
%
會 

の
各
侦
人
の
、
各
犍
の
評
偾
の
.結
果
で
あ
る
。
‘僙
格
は
ニ
の
社
會
的
囊
で
あ
る
。
然
乍
ら
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傲
格
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、
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し
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a
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：
價

値

を

表

示

す

.る
，も
の
で
は
な
い
。
奢
侈
品
ば
必
喪
品
ょ
6
も
高
き
價
袼
が
支
柳
は
れ
る
け
气
：ざ 

も
、
'此
故
^
著
侈
品
は
必
要
品
ょ
6
も
社
會
的
^
ょ
<
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1
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る
.ど
.い
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で

は
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。
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は
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す
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の
機
會
あ
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襄

て

，
突
換
か
機
翁
免
^

^

な
备
之
ビ
は
翁
易
'̂

了
：解
し
#
.る
h。
換
.言
ず
.れ
.ば
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各
生
.產
者
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或
は
ニ
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を
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產
す
る
め
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し
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咕
_
路
は
彼
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1
-
'
'
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個
人
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必
，喪
^
藤
磡
;1
;
1:
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^
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從
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は
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，
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生

產
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す
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ゆ
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產

物

を

缺
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居
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^

夫
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^
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己

の
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產

物
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的
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を

低

く

見

、
他

 

の
：
生

產

物

化

對

じ

て

.は

.比

較

的

高

会

主

截

的

偾

値

を

置

，
く

傾

向

：

#
あ
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_

_
自
已
0
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有

せ

ざ

る

：他

溢

生
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择
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&-
偾
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獄
§
、.、
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^
所

有
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自
.己
の

：生

逄
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値
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玆

に
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換
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效
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有
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す
る
捉
對
評
债
の
關
係
が
充
分
^
得
ら
れ
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各
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は
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の

讀

欲

_
代
相
應
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、
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が
認
_
:し
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支
*
し
得
る
財
に
諸
種
'の
道
耍
の
.程
度
を
|
|
:め
、.
財
を
一
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:
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:»
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位
は
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る
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：
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方

、
：
各
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は
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：舰
的
R
"自
己
の
評
愤
を
財
k
與
へ
る
"
從
て
、
凡
て
の
人
の
等
級
順
位 

位

他

人

の

，
そ

れ

'i
興

る

：
：
の

繁
^

他
方
、
.何
人
も
孤
獨
.の
生
活
を
營
む
も
の
な
，ら
ざ
る
を
以
て
、
母
等
の
評
愤 

.ぐ
は
線
^
せ
ら
れ
、；
此
較
线
れ
：る
。
各
-
<が
％
.場
に
於
て
受
く
.る
評
愤
の
.瓦
對
的
影
響
は
.、
取
純
な
6
ど
雖
も
*
だ
大 

で
あ
る
マ
交
換
代
於
け
る
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せ
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の
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總
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を
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、
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滿
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於
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物
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〇
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|
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而
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て
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囊
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る
も
.
.の
で
あ
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場

化

齋

ぢ

さ
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評

價
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味
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の

評

價

が

弗

常

に

廣

汎

®
る
範
圃
R

I
、
他
人
の
8

の
影
f

免
f

,
 

能

は

：ざ

る

は

：、

.被
自
身
が
他
人
.の
影
響
ょ
6
全

，ぐ.免
れ
得
ざ
る
，、

」

同
‘「

で
あ
る
。

.

•
赶

代

馨
.;
|

て

は

へiM
一‘般
t
.一
、
の‘#

&府

を

以

てs

t.
る
o
吾

人

，
は

现

代

の

，
貨

幣

刺

度

に

.慣

熟

じ

て

：

@
,る
：， 

故
^
，
辑

已

の

討*
を
，
貨

幣

景

を

以

セ

表

现

す

る

-0
例

へ

ば.、
余

が

馮

の

：

*
質

：
者.

VJ

し

て

，：
！
！
：
已

.の
評
情
を
»
與
ビ
し
':
> 

ar
.
p
.
/

」
i
k

ス
:#
段
^
以y

 

v
'u
k

X
る
せ
乙
た
な
ら
‘ば
、
、
そ
は
佘
.に
對
す
る
A1
5
の
愤
値
が
w
lf
f
lの
金
貨
ょo

翻
る
滿
，
 

足
^
勢
し
ぃ
.ぞ
云
ふ
判
;-
»
?
甚̂
^
く
^
あ
ら
ず
し
て
、
揭
ょ.
6得
.ち
れ
る
效
.用

若

し

く

は

莩

樂

が

.
、

瓦

圆

の

金

貨

が
 

，
代
f

 

:

s

s

:
の
.蹵

：|
:
.、
：
等

女s

f
響

.
S

づ
く
^
で
あ
る
.
o貨
幣
S

は
5

の
：評

傯I

般

幣 

k

*
示
す
る
普
遍
的
な
る
名
辭k

i
ぎ
ぬ
。
斯
く
て
憤
習
ど
訓
練V
J
k妹
ぅ
、
五

n

人
も
他
人
も
、| 

の
渴 

の
，.外
漤
焚
：は
*
西
斤
.
0
#せ
.等
:(
!
.
.ぃ.ヒ
奔
.ふ
ょ
.
3も
.、
杩
が
..百
.圆
，で
あ
.る
.
7

」

言
，ふ
.方
.が
.
^
.い明
.?1
^
、
J:
'
い
容
易
こ 

了
解
せ
も
れ
得
る
-
难̂
あ
.
.
.。_c

$
m
a
,
l
a
t
r
a
d
u
c
d
o
n
*

 .F._,
5

2-
5

4)
“

—

格
#

&

§̂
^

#
謂
は
ブ
主
«
的
價
値
論
の
場
合
亿
於
け
.る
.：
？

等

：し

く

、

.吾

人
.は
：經

濟

學

文

：献

の

中

R
强
®
な 

，.象

柢

：fc
持
ち
、
：，：且
、
齋
通
办
鑛
驗

^
依
ク
て
憎
桊
せ
&
れ

^
居
冬
ー
，法
.則
^
發
見
ず
る
。

此
法
則
ば
、『

^
意
に
：
 

.75
生
產
し
得
る
埘
の
枇
.場
偾
格
は
.，結
局
生
產
費
ビ
：；
致
ず
表
傾
：向
ぁ
る
％

0
夺
2

，
基

艾

は

訓

：
べ
，
を

^

は
：
此
*
實
を
證
明
す
る
«
冷
^

1.

敉

k
:a!
用
せ
.ら
れ
る
、有
力
.な
ん
主
張
で
載
る
、。
即
ち
、『

任
意
ば
铒
生
產
し
得 

'
-S
財
の
市
場
偾
格
は•

結
周
务
の
羅
產
f
ir
遠

れ

v
J*
_
b;
<'
.
_-t
疼
在
を
能
は
ぬ
0
若
し
、
商
品

0
值
袼
.が
：
 

.费
用
ょ
'な
.系
著
し
ぐ
騰
貴
す

る
‘な
ら
ば
-、
そ
，の
時
は
、
.仑
，の
：商
品
の
生
産
は
企
業
家
R
著
し
さ
利
益
を
澌
ら
す
R
至 

.導

1

#
事
1€
は

、
、

「

唯

，̂

.®
^
業
.家
を
し
て
、
•此
の
繁
榮〗

せ
•る
.企
.槳
を
ft
張
せ
し
む
る
の
.み
*
ら
ず
、
新
ら
し
含
.企 

'■
■»樂
家
‘?:
■刺
戟
じ
.て
、
.同
じ
1

•報
酬
.大
，な
.る
/,
C
の
康
業
部
門
に
大
”匕

む

る

。
斯
く
.て
市
.場
，に
.裔
.ら
さ
る
、
生
產
物
の 

量
は
增
，加
し
.、
遂
^
.需
寒
供
給
の
'法
則
'に
：侬

气

：價
格
低
落
が
惹
起
3
れ
る
.
.？：若
し
.、r

之
，.
f反
：對
fc
、
m
場
偾
各
が 

生
產
费
以)

下
k
ff
i
落
t
る
：
な

ら

，ば

、
：
生

：産

を

：繼

續

ず

.斧M.,e :

が 

.多

數
.の
‘.企

業

家

，
は

其

生

產

额
 

.&
減

少

す

為.°
然
S
時
/ f
:
r 

■其
.生

產

物

の

供

給

減
^
し

、

遂R
需

要

供

給

の

法

，
則

^
,依
>
:て
、
'市
場
價
格
の
騰
墩
^

(

導

く

枝

至

舊

』

.
、
ミ
;0
..
.
: 

\ 

: 

:

.，玫
グ
，、#
,
#の
a
只

^

'I
E
{t
:fe
»
多
..の
a
論
的
細
H'〉

か
秘
..め
ぢ
#
て
居
簽
。：

生
*

«

«じ 
く
は
#
生
產
«
,
^
. 
一
 \

tt 

、
酿

.
1
'
.
貨

黎

4
}
_费

％

、
；
其

：生

：鹿

®
素

の

：組

織.の
變
化
へ
ビ
共
^
諸
蹿
め
る
こ
ど
に
な
る
。
而
し
：
 

七

、
麟
る
錄
種

0
'生
虚
費
^
，

«
格
疼
甚
準
贫
§
'

务
の
：.：ぱ
導
れ
め
逢
3

^
セ
_

_
ビ
^̂ 

最

i ;
:
、
、：最」 

低

、
.平
齒
菊
用
パ
'其
他
觀
々
凿
張
'せ
ら
■
セ

®

气

猶

灰

錄
！

：1

十
1S-C

H

ハ
黯)

ぃM
格
雜
s

-«
t

て
.
2
楓
牧
觀
値
論
. 

〔

■
.
一
 
號

一

：四
ヒ



贫
ニ
十
ご
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r
ハ
四
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W
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論
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^
礎

ミ

し

て

の

主

^

^

值
姐
論

 

纸
十 
一
^.
一
 

H 

\
.

て
ネP

題
が
在
る
。
然
乍
ち
.、
吾
人
は
硏
究
.の
便
宜
.上
、
之
等
の
'細
目
：V
J全
く
除
.外
し
て
考
察
す
る
。
今
、
'
.
®
; 

人

の

興

’味

は

へ

斯

く

％

經

驗

的

に

.
信

奉

せ

ら

れ

て

居

.る

.法
'則
於
、
吾
人
の
限
界
的
對
偶
.に
.依
る
，愤
格
決
定
の
■，法
則VJ: 

矛」

盾
す
.る
も
の
な
.ぅ
や
，否
：や
^
.往
る
.
.
-
,°
.

:
 

.，

•
•吾
人
.は
‘之
^
對
.し
，て
、
兩

法

則

は

矛

盾

す

，る

>
の
.に

あ
.ら

ず

：
ミ

答

：
ふ

る

の

で

あ

.る
”
。费
用
が
生
產
物
0,「

'
.1
格
を
決 

i

疋
す
る
場
合VJ

し
て
、
次
の
ニ
の
^
の
が
擧
げ
.ら
れ
る
。

• 

(

ニ〕 

一'

^

^

®用
ば
直
接
^
供
給
を
制
限
す
る
。

0
:
:
1

〕

:-
'
:
.々「

の

場

合

を

見

：
る

.
£
、

.費

趙

は

自

：
已

办

價

^

'
'

(
1

^

_
細

化

籍

察

す

る

に

.、

费

用

め

«
«:
ゆ
中
に
は
、
其
生
鹿
k
ょ
る
可
及
的
最
大
め
收
益
が
豫
期
せら
れ
て
‘ 

居
飞
-©
で
^

る
。
此
の
豫
期
を
實
现
す
る
た.め
k
,は

.、生

.產
せ
ら
る 

>常
該
財
の
數
量
.が
疋
し
く
考
虛
.せ
ら
れ
、
且
、
. 

均
衡
を
#
て
：居
£
夺
け
：れ
_

-3
:1ら

衣

：：い

。
，
若

：
し

、

—

€
量

：
過

剩«
苓

場

合_
:は
#
发
^
賴

く
¥:
:ぐ

、.又

若o

過

^

な
ン 

る
%

ぞ
^
も
进
失
ど
衣
る
。
埒
ち
、«:
用
«
値
は
使
月
偾
値
_を
：.決
.す
_る
も
の
^
あ
ら
ず
、
却
.て
、
他
明
愤
6
が
毀
用 

價
值
^

-

立̂
じ
：で
居
.ヶ
、
：费
州
偾
«
の
袈
常
を
認
む
る
の
地
位̂
,在
る
の
で
あ
る
：。

(

ニ
¥
»
る
ば
、
'或
る
獻
態
办
下
^
於
て
ぱ
、
使
用
«
値
が
|

價
値
を
.凌
^
す
る
貨
物
を
生
產
ず
る
之
ど
：が
麟 

.»
的
^
.
可
|6
な
る
‘
拘̂
-6:
;
^
、
、夫
等
の
貨
物
が
费
凡
偾
値
を
以
て
評
侦
せ
ら
る

r,

場
合
が
あ
る
。
使
/|
]
偾
1
ー
0
.-
-V
 

费
用
偾
値
六
"
の
財
：が
六
.：ミ
評
傯
：ぜ
&:
'
る
、

は
：、'財
©
側
ょ
6 
—
て
、

2)

生
產
が
此
較
的
容
易
な
る
乙
ぐ
’

.

(

ニ
>

從
て
、
供
給
せ
K
る

、
量
が
比
較

.
豐
富
に
し
て
‘、
且
、
.
.

C
H)

生
產
に
比
‘較
的
袅
猢
を
耍
せ
ざ
る
こ
ビ
.、若
し
く
.は
、
财
が
變
質
せ
ず
し
て
.長
期
の
保
存
に
堪
ゆ
る
.乙
，ビ
> 

?:
要
し
、

欲

望

；
の

侧

ょ

々

觀

て

、

(

四)

狱
寶
が
を
の
；財
の
生
逄
期
間
中̂
於
て
變
化
'な
&
1
ど
、
:5
:
喪
す
る
の
で
あ
る
。

，
リ

ヵ

：
ァ

ド

ォ

は

そ

の

銳

き

觀

察

力

を

以

H:
、
生

產

物

の«
»'
が

費

用

價

«

^

一

 

致

す
.る
場
合
を
®
げ
て
、
©
用

價値
：： 

が

生

：產

物

〉

の
«
値

を
$

す
ど
做
し
、
.此
の
故
に
、
費
用
は
.根
本
的
に
價
値
の
獨
立
的
源
衆
な
0

^
1:
か
ん
i
せ
，る

.
 

も
、
：彼
は
#:
«:
、費
用
が
前
述
の
如
き
特
.殊
の
揚
合
^
の
み
生
產
物
の
價
値
を
決
定
す
る
乙
^
を
示
す
に
過
ぎ
.な
い
。 

決
龙
的
條
件
せ
も
«
名
可
さ
も
の
は
、『

费
用
が
W
び
投
入
せ
ら
，れ
得
る
の
は
、
ょ
6
少
な
さ
效
用
の
犧
牲
を
以
，て
、

ょ
办
火
な

-5
:
效
用
5:
確
保
す
6
故
で
あ
る』

v 」
s

ふ
事
實
.で
あ
る
。(Natural 

vaklerp.. 

1
6
7
-
1
7
3

〕

如

何

^

大

な 

る

敷

用

を

：投

本

じ
^
生
產
；せ
る
生
產
瞥
も
、何
人
も
霈
要
%
ざ
名
«
合
^
樣
^

_

が
—

め
：1
:
的̂
決
定
要
素
^
あ
ら
^
る

：
乙

ビ

を

明

白
^
指
示
し
て
_居
る
。

パ

限

界

效

用

の

、
法

則

：

^
依
れ
ば
卜
利
用
f

る
，>
財

-0
存
在
最
ば
順
次
.纪
最
.冬

韻
財
の
猶
用
せ
ら
る
i
最
終
の
§

が
共
財
の
價
値
を
決
定
す
る
办
で
あ
る
。
個
、人
經
濟
R
あ
6
て
は
、
：最
も
報
酬 

大
な
る
用
途
は
最
も
緊
切
な
る
欲
紫
：滿
足
の
用
途
^
一.致
す
る
.。
而
し
て
、
斯
る
-個

人

的

係

.の
結
®

S

Pて
出
现 

す
.：る
；
價

卿

供

純

粹

な

る

個

人

前

、

主

«
的
價
値
で
あ
る
。
市
場
^
於
て
は
、
之
0
反
し
、
凡
て
の
肋
は
直
接
.に
主
觀
... 

猶
澈
望
R
.關
喺
せ
ず
し
.て
、
賞
幣
の
伸
介
を
經
て
欲
望
.欠
關
係
す
る
.の
で
.あ
る
。
蓋
し
貨
幣
T2
る
や
、
直
接
に
.比
較 

:;
t

:^
能
は
^
る
諸
種
の
主
觀
的
微
豐
並
び
に
感
情
の
.中
性
的
の
共
通
的
單
位
名
稱
-な
る
•故

で

あ

る

。

斯

く

；
て

、

荻

‘に

席1

:—*

十
一
爾
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a

六
.
s
y

偎
格
論
；
9逛
確
ミ
し
.て
.の
.
虫
觀
的
價
値
論
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邻
ニ
-十
二
.
# 

.

(

H

S

5
 

.

依
格
論
の
.驻
礎w

し
て
の
，
主
_觀
的
贺
値
瀹

 

第
卜
1
A 

S

D

:

,
*
.
見
I

あ
る
.用

途vj

し

て

祟

す

.る
も

の
‘は
、
.

最
4
紫
切

|

.
欲
_請

见

.の
用
楚
あ
ら
ず
し
て
、
、
f

高
く
ズ 

::#
的
前
偾
^
依
々
.1:
表
現
せ
.，ら
-れ
る
..■用

途
、即
•ち
ハ
最
も
高
ぐ
支
.柳
は
...
る
. 

> 用
途
ぜ
な
る
o 

(

q

2

i

€

. 

P 

 ̂

?

b
 

:
,而
しV

、
.，之
^
茈

づ

含

ず

る

偾

11
俅
客
«
的
.交
換
©
値

で

：
あ

，
る
.
。

夫

故

k

、、

';
;
先

づ、
，
.例

べ

■ば

、

；鐡

等

ヒ

產

. 

-,

:物
7
は
_令

の

關

係

す

.
る

市

揚

^

於

，
て

丧1

问

く

支

拂_は

る

、
職

貢.者

&

移

轉

し

て
行

く

。

师

し

て

、

最

後

.
の

雜
S

皆

. 

.の
-評
«
を
*

3 1

す

る

價

格

は

，、

‘
‘そ
の
’鐡

製

品

：
の
.朮
場
價
掀
及
.び
«
格
を
決
定
す
ふ
。
.

§
ー
^
、「

锻
/}
-
]財」

た
る
.鐵
そ 

貧

の

翁

し

て

.も
、：
幾
分
迀
逼
神
|

方
法
に
於
■て
ノ

同
.”

「

の
I

:
が
：行

贤

-る
o
鐵
の
市
場
k
於
て
鐵
.は
最
も 

參

-

^

ぶ̂
：法
l

i

轉
し
本
行
き
、：輿

*
後

め

：靡

|

叙

評

懷

は

鐵

0
價

格

る

。
t

&

,

M

J

 

ズ
は
i

產
者
S

I

伸
介
S

S

，

鐡
S

I

 く

支

.拂

は

れ

.る

.

|

.

£て
、
 

:

f
 
S
糞

I

次
'

I

I
最

i

?

報

酬

，1

態
I

で
移
#
し
.て
行
く
。
、
而
し
て
、
之
等
の
形
S

最
资 

益

-
-:®
貢
者v

を

市

場

M

m
す
.る
最
後
の
-生
產
者
の
.評
偾
k
依
.
^
|費
;?
1
财
た
，る
鐡
の
市
場
«

^

‘免
す

S

股
；立

■

で
あ
.る
'。
.
.鐵
ょ

產

產

せ

.ち
れ
る
生
產
物
8

格
を
.表
示
す
る
.も
9
は
決
し
？

の
■费
H
財
で 

•费
用
财
は
-#
.

§
淡

.

$
を
、
：限
.

_
用
5
犬

儀

技

從

弋

> 

.

1生
產
.物

の

還

5

介
を 

經
尤
取
得
ず
I

,
の

に

し
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